




























































































自動詞 (サ)セル形の意味用法 租 南郊
先行研究では､被使役者の ｢能力不足｣から､｢息子を大学に合格させた｣などを ｢手柄｣用法で説
いている｡しかし､例文 (5)の ｢香子 (障害者)を歩かせる｣は､被便役者における ｢能力不足｣
が意味分類の基準に催しない｡なぜなら､被使役者が ｢実現能力｣を持っていないからである｡した
がって､｢連動実現能力｣の有無から､例文 (5)の ｢援助｣用法を ｢手柄｣用法と区別する必要があ
るといえる｡




(a)使役 (強制) Yの意志性が強い場合｡｢母親が 息子を そばに 来させた｣
(b)許容 (放任) Xの意志性をYが尊重する場合｡
｢母親は 息子を 遅くまで 遊ばせた｣
(C)成り行き (自然) XにもYにも意志性がない場合｡
























一方､例 (5)と例 (6)の使役の意味解釈は ｢按助｣の用法として捉えることができる｡出来る
ことなら(嘩害を治して､健康体にしてやって､自由に歩かせてやったり､走らせてやったりしたい､と
いう意味である｡










































業 運動実現能力 実現能力不足 事態実現願望
環助用法 ＼ × ○
介護用法 ○ × ○
強要用法 ○ ヽ ×




















実現能力と意志性がないので､森田良行2002の ｢因果関係 結果 (軽作為) 安住 放置･指令 (しむ
け) 使役 他動性 (作為)｣の意味用法では説明に窮するOなぜならば､便役者と被便役者が頚割青物
で､結果後の単なる状態の事柄を描写しているからであるD






























































よって､例 (ll)の ｢膝をにじらせる｣は､自分向けの再帰的な意味内容の ｢自己発動｣用法とい
うことができるO
例 (12)から例 (17)も同様である｡例 (12)の ｢足がぶらつく｣､例 (13)の ｢唇がふるう｣､例






























イ 結果副詞 <きちんと.赤く､きれいに､まるまる､クタクタに 等>
ロ 様態副詞 <軽く､ゆっくり､わざと､うっかり､はっきりと 等>
ハ 程度孟副詞 <ちょっと､ひどく､たっぷり､少し､とても 等>
二 時間関係副詞 <しばらく､すぐ､しだいに､すでに､いつも 等>










































































例 (19)から例 (22)も同様である｡例 (19)の ｢思いが巡る｣,例 (20)の ｢目が輝く｣,例 (21)
の ｢心が離れる｣､例 (22)の ｢神経が疲れる｣､という仕向けられた作用の状態変化が使役者自身に
4｢生徒の手/作#J著の指を走らせる｣等､仕向けた動作が他に及ぶ場合は､非再掠的で他動性を維持する｡





































































∴‥着果後の状況接写 無 作 為 再 帰 性
単なる状態用法 ○ ○ ヽ
結 果 用 法 × ○ ×











































自助詞 (サ)セル形の意味用法 紐 両税
解任やせ 有憎物 無絹物
i賓辛#敬秤指介便# Eq 資 辛 放 指 使 他 # 輿なる秩態 自 体形の意味用法テストフレー ム 衆任柄発任客令*役勤 莱L村係 任 柄 a 令 役 せ性 輿 己栄動 敬
(⊃ 〉く ○ ○ 〉く × ○ × 汰 ヽ ○ ○ ○ ○ X (⊃ ○ (⊃ × ○ ○
メ ○ × (⊃ ○ ○ × ⊂)(⊃ × ○ ○ 〉く ⊂)○ ○ × (⊃ ヽ × ×
(⊃ ○ × ○ 〉( ･l ヽ ○ × ○ ○ × ○ X (⊃ 〉( ⊂) 〉く ○ ○
○ 〉く ヽ (⊃ ○ ○ 〉く○ (⊃ ヽ X × ヽ (⊃ × × 〉く × ヽ × ×
〉く × )く 〉く ○ ヽ × ヽ ○ )( lヽ ヽ 〉く lヽ (⊃ ○ × ヽ X ヽ
○ ○ ○ (⊃ ○ (⊃ ○ × ○ ヽ ○ ○ (⊃ ○ ○ ○ × (⊃ ヽ lヽ ×
× × (⊃ )く ○ (⊃ 〉く○ ○ (⊃ × × ○ × 〉く 〉く l＼ × ヽ lヽ ×
ヽ × × ○ (⊃ ○ ○ ○ (⊃ × ○ × × X ○ ○ ヽ ○ × X ヽ
× ヽ(⊃○ ○ (⊃ × × × ヽ ○ ⊂) × 〉く ○ 〉く○ × ○ )く ×
× 〉く 〉く × X ヽ × 〉く × × ､l ヽ × 〉く × × × ヽ 〉く × ヽ
ヽ 〉く × ヽ lヽ × ヽ × ○ × 〉く ○ ○ )く × × ○ ○ × ヽ ×
X ヽ ヽ × ○ ○ ヽ ○ 〉く × (⊃ ○ ○ × ○ 〉く × × × X )(
× × × ヽ (⊃ 〉く(⊃ lヽ × 〉く 〉く × × ヽ × 〉く × × × lヽ ×
〉く ○ ･l○ ○ (⊃ ○ ○ × lヽ (⊃ ○ ○ × ヽ lヽ(⊃ × X ×
〉く × (⊃ (⊃ 〉く × × 〉( ○ × × ○ ○ × × × (⊃ (⊃ (⊃ (⊃ ○
ヽ × × ヽ × × lヽ ○ ○ ヽ ヽ 〉く lヽ 〉く lヽ ○ ○ × × 〉く
ヽ ヽ ○ ○ ヽ 〉( 〉( × ･l ヽ × ○ × ○ × 〉く × × ○ 〉く 〉く
× ヽ ○ ○ ○ × × ヽ × × ヽ (⊃ × (⊃ lヽ × ×○ ○ ×○
ヽ × × ヽ × lヽ 〉く × ヽ × × × ○ ⊂) )く × (⊃ 〉く × ×
× (⊃ ○ (⊃ ○ (⊃ X ○ ○ 〉く ○ (⊃ )く (⊃ ヽ ○ )く○ × × 〉(
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ (⊃ ○ () ○ ⊂) 〉( ○ ○ ○ ○ × 〉(
(⊃ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〉く ○ ○ ○ ○ (⊃ ○ × (⊃ ○ 〉く ×
)( ヽ ○ × ○ × × ○ × × ヽ 〉く ヽ ○ )く ○ ヽ )く × 〉(
X -■ (⊃ × ○ ○ ○ ○ ○ × × × ○ × ○ × (⊃ × × ■ヽ ×
｢一夕リ｣の発現 (⊃ × ○ ○ ○ × ○ ○○ 〉く(⊃ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ×
〉く ヽ (⊃ ヽ ○ ヽ (⊃ ○ (⊃ 〉くくつ lヽ ○ 〉( ○ (⊃ (⊃ 〉く × × ×
× 〉く ヽ )く × 〉く ･l ○ ○ × × ○ ○ ○ ヽ ○ ○ lヽ ヽ ○ ×
ヽ )( ○ ヽ (⊃ ○ ○ ○ × ○ × ヽ × × ○ ○ ヽ ヽ × × ×
lヽ lヽ○ × ○ 〉( ○ (⊃ ヽ ○ ､. × ○ × (⊃ × × × ヽ 〉く lヽ
命令穀現 × × ○ × ○ (⊃ (⊃ (⊃ ○ ヽ 〉く × × × ○ ○ ○ ヽ ヽ × ×
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